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論文内容の要旨

本論文は，最ゅう系列判定法を適用した無線ディジタル通信方式に関する研究の成果をまとめたもので，

本文は 7 章から構成されてし泊。

第 1 章は序論であり，従来から行われてきた研究の概要等を記述することにより，本研究の占める位置

と意義を明らかにしている。

第 2 章では，直交残留側帯波データ伝送 (QVSB) 方式の復号特性の理論上界を，任意の周波数オフ

セット量と受信雑音の相関を含む一般式の形で導出し，導出した一般式とシミュレーションを用いて， Q

VSB方式の最適周波数オフセット量を求め，提案した方式が従来の方式より良好な特性であるととを示

している。

第 3 章では， トレリス符号化変調 (TCM) におけるトレリスのハミング距離構造とそのピット誤り率

( B E R )特性の関係を明確にする乙とにより，漸近的な BER が良好となる新しい符号化法を策案し，

多値 PSK変調に対するその符号化法を確立している。また，比較的低 SN比での本符号化の有効性をシ

ミュレーションによって確認している。

第 4 章では，符号間干渉を意図的に導入して得られる生起確率が不均一な信号集合を用いる新しいTC

M方式を提案し，本方式を適用した方式が従来の方式に比べて良好な復号特性を有し，特 iと，低 SN比に

おいて大きな符号化利得がある乙とを理論式iとより予測を行っている。また，シミュレーションによって

提案した方式が比較的低 SN比で大きな符号化利得を示す乙とを確認している。

第 5 章では，フェージンタ。通信路において従来から研究されてきたインターリーブによる時間ダイノイー

シティを用いたTCM方式について，漸近的な平均BER の理論式とシミュレーションによって，その改善
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効果と重み係数の影響を示している。また，本方式の比較的低 SN比のBER が，無符号化QPSKの 2

次の空間ダイパーシティ受信特性より劣るという問蔵点を明らかにしているO

第 6 章では，空間ダイパーシチを用いたTCM方式を提案し，その平均BER特性の理論式を導き，レ

イリ一通信路での平均 BE R 'C対する重み係数の影響を明らかにしている。また，シミュレーションによ

って 2 次の空間ダイパーシチを用いた本方式の最適符号化法を示し，その準最適受信時にも，無符号化Q

PSK変調の 2 次の空間ダイパーシチ受信特性と比較して符号化利得がある乙とを示している。

第 7 章は結論であり，各章で得られた成果を総括して述べている。

論文審査の結果の要旨

本論文は，ピットごとに判定を行う通常の判定法ではなく，ある長さのピット系列をまとめて最ゅう系

列判定を行う判定法を適用した無線デーィジタル通信方式花関する研究成果をまとめたものであって，主な

成果を要約すると以下のようになる。

(1) 最ゅう系列判定を用いる直交残留側帯波データ伝送方式における復号特性の理論的上界式を，通信路

中心周波数と搬送波周波数の聞に生じる任意の周波数オフセット量と受信雑音の相関を含む一般式の形

で導出し，最適周波数オフセット量を求めると共'C ，方式聞の特性比較を可能としている。

(2) トレリス符号化変調におけるトレリスのハミング距離構造とそのビット誤り率特性の関係を明らかに

する乙とにより，高 SN比における誤り率が良好となる新しい最小ハミング距離符号化法を提案してい

る。

(3) 符号間干渉を導入する乙とにより得られる生起確率が不均一な信号点からなる信号集合が，従来の等

生起確率の信号点からなる信号集合における隣接点間最小ユークリッド距離より大きな最小ユークリッ

ド距離を有する乙とを示し，乙の利点を生かした新しいトレリス符号化変調法を提案しているo

(4) ライス・フェージング通信系において時間ダイパーシティとトレリス符号化変調を併用した際の平均

誤り率を理論的iと導出し，それぞれの効果を明らかにしているo

(5) ライス・フェージング通信系において空間ダイパーシティとトレリス符号化変調を併用する乙とを提

案し，平均誤り率を理論的に導出すると共に， 2 次の空間ダイパーシティを用いたトレリス符号化変調

方式の最適符号化が 8 状態トレリス最小ハミング距離符号化であることを明らかにしている。

以上のように本論文は，最ゅう系列判定法を適用した無線ディジタル通信方式に関する多くの有用な知

見を与えており，通信工学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認

める。
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